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金沢大学着任時

・ いつ周産期医療が破綻してもおかしくない

・ このままでは10年後には次世代の指導者も枯渇して
回復不可能な崩壊状態になる

金沢大学産婦人科同門会

石川県産科婦人科医会

石川県庁

学生リクルートの

協力体制の整備

これまで何とかなっていたため現場や行政に危機感が無く、
リクルート活動もあまり活発ではなく入局者も激減していた



平成２６年１１月１３日（火）付 北国新聞・朝刊
（日本産婦人科医会・日本産婦人科学会の将来予測を受けて）

県行政の上層部が周産期医療対策に真剣に取り組むきっかけとなった



指 標 石川県 全 国 医会の評価

① 人口１０万対産科医数 ８．０人 ７．６人

② 産科医の年齢（平均値等） ５０．６歳 ４６．０歳 平均以下

③ 産科医一人あたりの分娩数 １０８件 １０５件

④ 産科医一人あたりの手術数 ２９件 ２９件

⑤ ３５歳未満の産科医数 １２名 ２，６１１名 平均を大きく下回る

⑥ 産科医師就業率（注） １．８％ ４．３％ 平均を大きく下回る

（注）産科医師就業率＝３５歳未満の産科医師数／過去８年間の研修医在籍数

日本産婦人科医会による石川県の現状分析







男性医師の協力のもとで女医が子育てしながらの現役続行が比較的

容易な環境が維持され、結果として石川県にとって幸運であった



石川県の分娩実施医療機関の常勤の産婦人科医数
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（出典）石川県地域医療推進室調べ（平成２６年１１月現在）

◆分娩実施医療機関に勤務している常勤の産婦人科医：９２人（年代別の分布は下記）

◆このうち、分娩に携わっている常勤の産婦人科医：８８人

政府の研修制度の変更に対処しきれなかった



本県の産婦人科医（３）
n 日本産婦人科医会による将来推計

「１０年後の石川県の産婦人科医数」

＝「現在の医師数」―「５５歳以上の医師数」＋「８年目までの医師数」×1.25				
（９３名） （３９名） （１２名×１．２５＝１５名）

＝６９名（▲２５．８％）

（出典）「産婦人科医師の勤務実態と将来ビジョン」（日本産婦人科医会常務理事 中井章人）

n 過去５年間（平成２２年～平成２６年）の産婦人科医の専攻医数は
１９名（年平均３．８人）。

（出典）石川県地域医療推進室調べ（金沢大学附属病院、金沢医科大学病院、石川県立中央病院の合計数）

n ⅰ）現在の産婦人科医数は全国平均を上回っており、

ⅱ）１０年後の産婦人科医数は、必ずしも日本産婦人科医会の試

算どおりにはならないと想定しているが、

安全・安心の医療提供体制を確保するために、産婦人科医の確保

方策を強化する。

将来の魅力あるキャリア形成を示せなかった場合には

次の研修先を自ら探して県外に移動する



2名

基幹病院を支えることは不可能

18%減

一度心が離れた学生に対して

リクルートの効果を得るには3年かかる



石川県の分娩実施医療機関の常勤の産婦人科医数
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（出典）石川県地域医療推進室調べ（平成２６年１１月現在）

◆分娩実施医療機関に勤務している常勤の産婦人科医：９２人（年代別の分布は下記）

◆このうち、分娩に携わっている常勤の産婦人科医：８８人

金沢大学におけるこれらの世代の特徴は？



金沢大学産婦人科の関連病院



金沢大学産婦人科の関連病院

石川県立中央病院

富山県立中央病院

福井県立病院

総合周産期母子医療センター



金沢大学産婦人科の関連病院

市立敦賀病院

金沢市立病院
富山市民病院

厚生連高岡病院

済生会
高岡病院

地域の基幹施設

金沢医療センター



金沢大学産婦人科の関連病院

市立輪島病院

珠洲市総合病院

かみいち総合病院

地域医療施設


